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〇
〇
円
の
利
用
料
金
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
六
十
四
単
位
で
六

万
四
、
〇
〇
〇
円
の
収
入
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
指
定
管
理

者
と
い
う
こ
と
で
指
定
管
理
料

の
二
〇
万
円
を
今
議
会
に
提
案

し
て
い
ま
す
。

問　

桜
川
市
加
工
施
設
は
施
設

が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
る
と

聞
い
た
が
、
そ
の
後
、
直
し
た

経
緯
は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
は
、
安
全
で
衛
生
的

な
商
品
加
工
が
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
交

地
域
活
性
化
交

付
金
の
使
途

付
金
の
使
途

問　

地
域
活
性
化
交
付
金
と
し

て
初
年
度
だ
け
で
三
、
四
〇
〇

万
円
交
付
さ
れ
、
そ
の
う
ち
九

〇
〇
万
円
を
光
を
そ
そ
ぐ
基
金

に
使
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
残

り
は
何
に
使
う
の
か
。

答　

建
設
課
分
と
し
て
市
営
住

宅
の
修
繕
、
光
を
そ
そ
ぐ
基
金

で
は
シ
ト
ラ
ス
の
改
修
事
業
と

い
う
こ
と
で
見
込
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
は
、
岩
瀬
庁
舎

の
工
事
で
、
福
祉
相
談
室
の
改

修
事
業
、
学
校
図
書
等
の
購
入

事
業
等
で
す
。

就
学
指
導
委
員

就
学
指
導
委
員

の
構
成

の
構
成

問　

桜
川
市
就
学
指
導
委
員
の

構
成
は
。

答　

医
師
関
係
、
学
校
教
育
関

係
、
福
祉
関
係
の
職
員
で
す
。

問　

桜
川
市
就
学
指
導
委
員
会

委
員
が
﹁
二
十
名
以
内
﹂
か
ら
﹁
二

十
二
名
以
内
﹂
と
し
て
い
る
が
、

減
額
補
正
の　

減
額
補
正
の　

残
金
残
金

問　

今
回
の
減
額
補
正
は
、
一

般
会
計
一
一
一
万
四
、
〇
〇
〇

円
、
特
別
会
計
と
合
わ
せ
る
と

約
二
、
七
七
三
万
七
、
〇
〇
〇

円
あ
る
が
、
こ
れ
は
繰
り
越
し

に
な
る
の
か
、
基
金
に
な
る
の

か
。

答　

仮
決
算
を
し
て
、
大
枠
で

状
況
を
つ
か
み
、
最
終
的
に
決

算
を
し
た
後
に
基
金
に
す
る

か
、
繰
越
金
と
し
て
残
し
て
お

く
か
検
討
し
ま
す
。

橋
に
つ
い
て
は
合
併
特
例
債
事

業
、
駅
舎
整
備
に
つ
い
て
は
そ

の
他
の
特
別
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
、
今
回
の
委
託
料
に
つ
い

問　

ご
み
の
収
集
料
は
一
億
四
、

五
八
〇
万
円
で
、
市
の
予
算
の

〇
・
九
％
以
上
で
あ
る
。
合
併

前
の
岩
瀬
で
は
有
料
で
行
っ
て

い
た
が
、
県
内
で
有
料
で
処
理

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
無
料
の
と

こ
ろ
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

極
力
、
ご
み
は
有
料
で
収
集
す

る
よ
う
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

答　

ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用

は
、
可
燃
物
・
不
燃
物
の
ご
み

収
集
に
約
九
、
六
〇
〇
万
円
、

そ
の
ほ
か
に
筑
西
市
の
環
境
セ

ン
タ
ー
の
負
担
金
と
し
て
四
億

三
、
九
〇
〇
万
円
、
合
わ
せ
て

五
億
三
、
六
〇
〇
万
円
で
す
。

こ
れ
に
は
不
法
投
棄
や
粗
大
ご

み
の
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
合
併
前
、
岩
瀬
地
区
で
は

月
額
二
〇
〇
円
の
使
用
料
を
徴

収
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
徴

収
は
申
し
込
み
制
で
全
世
帯
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
協
議
会

教
育
補
助
員
の

教
育
補
助
員
の

増
員
増
員

問　

光
を
そ
そ
ぐ
基
金
条
例
に

つ
い
て
、
市
で
は
教
育
補
助
員

五
名
分
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た

が
、
二
年
間
だ
け
な
の
か
。

答　

現
在
ま
で
、
教
育
補
助
員

は
一
般
財
源
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
二
年
間
だ
け
が
光
を
そ
そ

ぐ
基
金
の
中
で
予
算
措
置
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
す
。

問　

九
〇
〇
万
円
で
、
五
名
分

を
二
年
間
増
員
す
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
の
か
。

答　

予
算
上
は
十
名
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
五
名
分
を

一
般
財
源
で
は
な
く
基
金
条
例

を
使
う
と
い
う
考
え
で
す
。

問　

教
育
補
助
員
五
名
分
で

使
っ
て
し
ま
う
の
は
知
恵
が
な

い
気
が
す
る
。
市
を
活
性
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
若
者
や
、
地

域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
人
た
ち
に
光
を
当
て
る
の
が
、

基
金
の
使
命
だ
と
感
じ
る
が
。

答　

今
回
は
、
教
育
の
充
実
の

一
環
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
う
い
う
提
案
が
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
は
そ
れ
ら

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
検
討

二
名
増
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

児
童
福
祉
課
長
と
社
会
福

祉
課
長
を
構
成
員
に
加
え
た
た

め
で
す
。

桜
川
市
加
工
施

桜
川
市
加
工
施

設設問　

桜
川
市
加
工
施
設
と
大
和

加
工
食
品
技
術
研
究
会
の
内
容

を
伺
う
。

答　

桜
川
市
加
工
施
設
は
、
敷

地
面
積
が
四
九
五
・
八
七
平
方

メ
ー
ト
ル
、
建
築
面
積
が
六
四
・

一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
木
造

平
屋
建
て
、
施
設
内
は
加
工
室

と
事
務
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
の
大
和
加
工
食

品
技
術
研
究
会
は
、
平
成
十
二

年
か
ら
本
施
設
を
利
用
し
、
ゆ

ず
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
ゆ
ず
皮
の

甘
露
煮
等
十
五
品
目
程
度
の
加

工
食
品
の
生
産
・
販
売
を
行
っ

て
い
る
団
体
で
す
。

問　

桜
川
市
加
工
施
設
の
経
費

は
、
指
定
管
理
者
に
し
て
か
ら

経
費
が
減
っ
た
の
か
。

答　

平
成
二
十
一
年
度
決
算

は
、
五
〇
万
五
、
一
九
七
円
を

支
出
し
て
い
ま
す
。
収
入
は
四

時
間
を
一
単
位
と
し
て
一
、
〇

で
も
有
料
化
の
議
論
が
さ
れ
ま

し
た
が
、
旧
真
壁
町
・
旧
大
和

村
は
無
料
で
し
た
の
で
、
現
在

も
無
料
に
し
て
い
ま
す
。

　

二
年
程
前
に
結
城
市
で
有
料

化
に
向
け
て
努
力
し
ま
し
た

が
、
市
民
の
反
発
が
あ
っ
て
実

現
で
き
ず
、
現
在
は
結
城
市
・

筑
西
市
・
桜
川
市
の
三
市
で
研

究
会
を
進
め
て
い
ま
す
。
他
の

市
町
村
の
実
態
に
つ
い
て
は
資

料
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
笠
間
市

で
は
指
定
袋
に
料
金
を
上
乗
せ

し
て
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民

の
負
担
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

ご
み
袋
は
無
色
透
明
で
も

い
い
の
か
。

答　

指
定
ご
み
袋
で
出
す
の
が

基
本
で
す
。

安
全
・
安
心 

ほ
か

ご 
み 

の 

収 

集

問　

林
道
端
上
線
の
整
備
は
、

毎
年
工
事
を
し
て
も
台
風
で
土

砂
崩
れ
に
な
り
、
そ
の
繰
り
返

し
で
通
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、

い
つ
ま
で
続
け
る
つ
も
り
な
の

か
。

答　

地
元
の
要
望
も
あ
り
ま
す

の
で
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
全
線
開
通
で
は
な
く
、
随

時
開
通
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

﹁
合
併
特
例
債
を
使
っ
て

一
番
先
に
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
行
う
﹂
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
予
算
に
出

て
こ
な
い
の
は
必
要
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　

ア
ナ
ロ
グ
無
線
は
廃
止
に

な
る
方
向
で
す
。
防
災
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
現
在
実
施
設
計

の
段
階
で
、
約
八
億
円
の
経
費

が
か
か
り
ま
す
。
合
併
特
例
債

事
業
は
議
会
の
議
決
が
必
要
な

た
め
、
今
後
常
任
委
員

会
で
合
併
特
例
債
の
活

用
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

つ
く
ば
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
は
か
な
り
の
年

数
が
た
っ
て
い
る
が
、

利
用
状
況
と
今
後
ど
う

す
る
の
か
。

答　

平
成
二
十
一
年
度

の
利
用
者
は
一
、
一
三

四
人
で
す
。
建
物
に
つ

い
て
は
、
壊
れ
た
も
の

は
修
復
せ
ず
、
順
次
廃

止
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

問　

イ
ノ
シ
シ
対
策
の
四
〇
〇

万
円
は
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
隊
に

全
額
支
払
っ
て
い
る
の
か
。
そ

の
ほ
か
の
一
九
〇
万
円
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

茨
城
県
猟
友
会
桜
川
支
部

に
三
〇
名
か
ら
成
る
捕
獲
隊
を

設
置
し
て
、
年
三
回
、
一
ヵ
月

前
後
の
日
数
で
捕
獲
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
四
〇
〇
万
円

は
そ
れ
に
対
す
る
補
助
金
で

す
。
そ
の
ほ
か
の
一
九
〇
万
円

は
、
電
気
柵
、
ト
タ
ン
柵
の
設

置
者
に
対
す
る
補
助
で
、
一
人

に
対
し
て
、
年
一
回
、
購
入
経

費
の
二
分
の
一
以
内
で
、
上
限

は
電
気
柵
が
三
万
円
、
ト
タ
ン

柵
が
二
万
円
で
す
。
設
置
件
数

は
、
平
成
二
十
一
年
度
で
七
十

四
件
で
す
。

問　

清
掃
業
務
委
託
料
は
前
年

度
と
同
じ
金
額
だ
が
、
庁
舎
内

の
ロ
ビ
ー
や
ト
イ
レ
な
ど
の
清

掃
は
、
各
課
の
職
員
で
行
っ
た

ら
ど
う
か
。

答　

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議
案
審
議

一般議案に対する

林道端上線（真壁町桜井地内）林道端上線（真壁町桜井地内）

て
は
県
補
助
の
合
併
特
例
交
付

金
で
六
、
三
一
〇
万
円
を
充
て

る
予
定
で
す
。

補正予算や条例の制定・改正、人事案件などの補正予算や条例の制定・改正、人事案件などの
一般議案に対して審議を行いました。一般議案に対して審議を行いました。
その中から、主な質疑を掲載します。その中から、主な質疑を掲載します。

指定管理者の契約をしている旧大和地域にある加工施設。指定管理者の契約をしている旧大和地域にある加工施設。
ゆずを使ったマーマレード等の加工食品を生産している。ゆずを使ったマーマレード等の加工食品を生産している。


